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 2） 秋田喜代美「授業研究の新たな動向：『実践化』の視点から」『日本家庭科教育学会誌』第49巻第 ₄ 号，
2007年，249－255参照。
 ₃） 片上宗二「授業研究の現在」日本教育方法学会編『日本の授業研究──Lesson Study in Japan──授
業研究の歴史と教師教育＜上巻＞』学文社，2009年，98－101頁参照。
 ₄） 同上論文。






























 技術〉である」と述べている（宇佐見寛『宇佐見寛・問題意識集 2  国語教育は言語技術教育である』
明治図書，33頁）。
 ₇） ハリデーの選択体系機能文法は，教室における社会的記号の有り様を分析するための概念を提供して
いる（Cf., Cope, B., ＂Genre as Social Process＂, In Cope, B., Kalantzis, M. （Ed.）, The Power of Literacy: 
A Genre Approach to Teaching Writing, University of Pittsburgh Press, 1993, pp. 231–237.）。授業にお
ける言語使用に社会言語学者たちの注意が払われるようになったのはハリデーの影響を受けた1990以
降に特に多いとされる（Cf., Candlin, N., ＂Foreword＂, In Kress, G., Jewitt,C., Ogborn, J., Tsatsarelis, C., 
Multimodal Teaching and Learning: The Rhetoric of the Science Classroom. Continuum, 2001, p. ix.）。
 ₈） クレスは2009年現在，ロンドン大学教育研究所（Institute of London）で，学習，カリキュラムとコミュ
ニケーション学科（Department of Learning, curriculum and communication）の教授である。専門で
ある社会記号論をベースにしつつ，リテラシー論（Kress, G., Literacy in the New Media Age, Routledge, 
2003.），作文教育（Kress, G., Leaning to Write, Routledge, 1982.），幼児の言語獲得（Kress, G., Before 
writing: rethinking the paths to literacy, Routledge, 1997.）など，その研究対象は広く，英国の母語教育
カリキュラムの議論においても，大きな影響をもっている（McGuinn, N., A place for the personal 
voice? Gunther Kress and the English curriculum. Changing English: Studies in Culture & Education, 
Vol. 12, No. 2, 2005, pp. 205–217.）。
 ₉） Cf., Kress, G. et al., op. cit., 2001, pp. 10–11.










































11） Halliday, M. A. K.（1985）An introduction to functional grammar, Arnold.（M. A. K.ハリデー著，筧壽
雄訳（1991）『機能文法のすすめ』大修館書店，19頁参照）
12） 同上書72頁参照。


































































































　この分析事例では，表 1 をもとに，生徒が選択したモード使用にどのような意味機能（meaning 
function）があるのかというデータ処理が表 2 のようになされている。
表 2 　生徒が身振りと発話を用いる意味機能（meaning function）1₅）
言語機能のタイプ
モ ー ド

































15） Ibid., p. 93.
































17） Cf., ibid., p. 92.
18） Cf., ibid.

























































































二つのこと A＞B A＝B A＜B
①おもりが真下にきたときの速さは？ 12 人 17 人 8 人
②おもりが勤くきょりは？ 37 ０ ０ 






















































Ｃ 先生！ もう実験やろうよ。 
Ｔ 実験にはいっていいかい？ 

































































10 回振れる時間は ♂ ♀ 計 討論後
ア Ａの方が時間がかかる 7 人 1 人 8 人 8 人 
イ Ｂの方が時間がかかる ３ １ ４ ３ 































25） 今井康雄は，メディアの学校教育への導入の問題状況を次の ₃ 点にまとめている。①広く受け入れら
れたメディア批判にもかかわらず，教育政策の側からは，学校領域への新しいメディアの導入が一貫
して試みられた。／②しかしこの試みがもたらした学校領域の変化は，盛んに喧伝された学校へのコ
ンピュータ導入よりは，対象レベルからメタレベルへの「学力」規準の移動に表れている。実質的知
識の獲得よりは「情報活用能力」の獲得が重要だとされるようになったのである。／③構成主義的な
学習理論とそれに依拠したメディア教育学においては，学習目標のそうした移動を正当化するような
論証が展開されている（今井康雄「戦後教育学を越えて」『メディアの教育学──「教育」の再定義の
ために』2004年，86－92頁参照）。
26） 今井康雄「メディア──教育をささえるもの」田中智志・今井康雄編『キーワード　現代の教育学』
69頁参照。
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領域」として重層的に構成していく必要があるのであり，「適切なメディア選択」がテーマとな
るべきである。その点では適切なモード選択をテーマとする「マルチモード」概念と並置しなが
ら検討していけるのではなかろうか。こうしたことも，今後の研究課題として付しておきたい。
〔2010．10． ₄ 　受理〕
